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１ 計画策定体制

（１）計画策定部会
本計画を策定するため、「八王子市高齢者計画・介護保険事業計画策定部会」

を設置し、学識経験者、福祉・保健医療関係者、介護サービス事業者などの
皆様に加え、第１号被保険者・第２号被保険者である市民委員も参加してい
ただき、計画についての意見聴取を行いました。

（２）庁内検討会
本計画を策定するため、関係各課による庁内検討会を設置し、各課の実務

担当者による前計画の進行状況の評価とともに、本計画の策定・運用・推進
に向けた協議・検討を行いました。

（３）パブリックコメント
本計画の素案を公表し、市民の皆様から幅広く意見を募りました。寄せら

れた意見や要望は、本計画策定の参考とさせていただきました。

実施期間：平成 年１月 日から平成 年２月９日
閲覧場所：市役所本庁舎や市民部事務所等の窓口、ホームページ等
意見概要： 人・２団体から 件

パブリックコメント（ぱぶりっくこめんと） ページ参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

 

３ 各種データの活用
各種調査結果や、介護保険データと医療データから得られる情報を有効に

活用するため、厚生労働省の提供する地域包括ケア「見える化」システム
や、東京都国民健康保険団体連合会の提供する国保データベース（ ）シ
ステムなどを活用した地域分析を進め、日常生活圏域ごとの特徴や課題をと
らえ、地域特性に応じた施策を展開していきます。

４ 各種計画との連携
本計画は、本市における全ての高齢者が活き活きと、安全・安心に暮らせ

るまちづくりをめざすものです。このため、まちづくり全体の方向を明らか
にする基本構想・基本計画である『八王子ビジョン 』はもとより、各種
関連計画との整合を図り、関係所管との連携体制を確保します。
特に、地域包括ケアシステムの強化に向け、「自助・互助・共助・公助」の

取組や「市民力・地域力」の発揮につながるよう、展開する事業における相
互連携や実施方法の調整に努めます。
また、次期計画策定に向けては、同時期に改定する関連計画間の構成や各

種調査内容、計画書のあり方、事業展開の連携方法など、包括的に調整を進
め、一層の連携を図りながら進めていきます。

地域包括ケア「見える化」システム（ちいきほうかつけあ「みえるか」しすてむ） ページ
参照 資 
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３ 計画策定部会開催実績
開催回 日時 場所 概要

年度
第 回

平成 年
月 日 会議室

・部会の進め方とスケジュール
・第 期計画について
・健康とくらしの調査について

第 回 平成 年
月 日 会議室

・介護保険事業の状況について
・八王子市における地域包括ケアシステムの現状
について

・第 期計画の方向性について
・第 期計画の論点について
・庁内検討会について
・健康とくらしの調査の状況報告と他調査スケジ
ュール等について

年度
第 回 月 日 会議室

・アンケート調査結果の報告
・今後の審議スケジュール
・第 期計画の方針について
・第 期計画の体系について
・日常生活圏域について

第 回 月 日 会議室

・計画書の構成について
・重点項目調査について
・八王子版地域包括ケアシステムの深化・推進に
ついて

・市民力・地域力を活かした多様な取組の推進に
ついて

第 回 月 日 会議室
・アンケート調査結果について（速報）
・介護人材の確保・定着・育成について
・施設整備について

第 回 月 日 職員会館
第 ・ 会議室

・国の基本方針について
・アンケート調査結果について
・計画の体系について
・認知症施策の推進について

第 回 月 日 職員会館
第 ・ 会議室

・重点項目調査結果について
・在宅介護実態調査結果について
・医療と介護の多様な職種による連携の推進につ
いて

・総合事業の充実について
・計画書第 ～ 章（案）について

第 回 月 日 議会棟第 ・
委員会室

・サービス見込み量、介護保険料の推計について
・日常生活圏域別計画について
・介護予防に関する意識の向上、施策の推進につ
いて

・計画書第 ～ 章（案）について

第 回 月 日 職員会館
第 ・ 会議室

・計画書（素案）について
・パブリックコメントについて

第 回 平成 年
月 日

議会棟第 ・
委員会室

・計画書原案について
・日常生活圏域別の状況について

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

２ 実態調査
本計画の策定にあたって、高齢者の現状やニーズを把握するため、下記の

５つの調査を実施しました。なお、調査結果の詳細については、「八王子市高
齢者計画・第７期介護保険事業計画策定に係るアンケート調査報告書」とし
て公表しており、本計画第２章に調査結果の一部を掲載しています。

調査名 対象者及び
配布数 時期 概要

健康とくらし
の調査

（日常生活圏域
ニーズ調査）

平成 年 月 日現
在、市内在住の 歳
以上で介護保険の要
介護認定を受けてい
ない方（要支援は含
む）

平成 年
月 日

～
月 日

・身体状況
・外出状況
・日常生活
・趣味、地域活動
・人間関係
・住んでいる地域
・就労状況 など

高齢者
意識調査

平成 年 月 日現
在、市内在住の 歳
以上の方で介護保険
の要支援・要介護認
定を受けていない方

平成 年
月 日～
月 日

・住まい
・就労状況
・社会参加状況
・健康状態
・看取り など

要支援・要介護
認定者調査

平成 年 月 日現
在、市内在住の 歳
以上の方で介護保険
の要支援・要介護認
定を受けている方

平成 年
月 日～
月 日

・住まい
・社会参加状況
・健康状態
・介護保険サービスの利用状況
・介護保険制度 など

事業所調査 市内介護保険
サービス事業所

平成 年
８月１日～
８月 日

・事業所概要、運営状況
・人材の確保、育成
・認知症支援体制
・災害対策 など

在宅介護
実態調査

在宅で生活している
要支援・要介護認定
を受けている方のう
ち、調査期間中に、
更新申請に伴う認定
調査を受ける方（こ
こでいう在宅とは、
医療機関、特別養護
老人ホーム、老人保
健施設、介護療養型
医療施設、特定施設、
グループホーム、地
域密着型特別養護老
人ホームに入院・入
所していない方のこ
と。）

平成 年
月 日～
月 日

・本人（認定調査対象者）の状況
（本人の属性、本人の心身の状態）

・支援、サービスの利用実態、ニー
ズ（支援サービスの利用実態、支
援サービスのニーズ）

・主な介護者の方の状況
（介護者の属性・介護者の就労の
状況）
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３ 計画策定部会開催実績
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区分 氏名 団体名

介護保険料を負担
する事業者

伊藤 光江
八王子商工会議所
女性経営者の会シルクレイズ会員
（任期：平成 年 月 日まで）

介護保険料を負担
する事業者

竹名 裕子
八王子商工会議所
女性経営者の会シルクレイズ理事
（任期：平成 年 月 日から）

地域関係者 田中 泰慶 八王子市町会自治会連合会 事務局次長

地域関係者 多々井 克昌 八王子市シニアクラブ連合会 副会長・総務部長

公募市民 大庭 聖子 第１号被保険者

公募市民 松岡 真紀 第２号被保険者

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

４ 計画策定部会委員名簿
任期：平成 年 月１日～平成 年３月 日

区分 氏名 団体名
学識経験者
（会長）

鏡 諭 淑徳大学コミュニティ政策学部 教授
（任期：平成 年 月 日から）

学識経験者
（副会長）

島津 淳 桜美林大学健康福祉学群 教授
（任期：平成 年 月 日から）

福祉関係者 久永 美幸
八王子市民生委員児童委員協議会
八王子市第５地区民生委員児童委員協議会 会長
（任期：平成 年 月 日まで）

福祉関係者 宇田 友子
八王子市民生委員児童委員協議会
八王子市第 地区民生委員児童委員協議会 会長
（任期：平成 年 月 日から）

福祉関係者 樋口 香奈子 
八王子市地域包括支援センター センター長会 代表
（任期：平成 年 月 日まで）

福祉関係者 堀間 華世 八王子市地域包括支援センター センター長会 代表
（任期：平成 年 月 日から）

福祉関係者 大島 和彦
社会福祉法人八王子市社会福祉協議会
課長補佐兼地域福祉推進担当主査
（任期：平成 年 月 日まで）

福祉関係者 井出 勲
社会福祉法人八王子市社会福祉協議会
支えあい推進課長
（任期：平成 年 月 日から）

福祉関係者 能勢 由紀子 介護家族の会 青い空 代表

保健医療関係者 堀米 政利 一般社団法人八王子市医師会 理事

保健医療関係者 渡邉 実 公益社団法人東京都八南歯科医師会八王子支部
副支部長

保健医療関係者 文入 重鶴 一般社団法人八王子薬剤師会 理事
（任期：平成 年 月 日まで）

保健医療関係者 森田 二三江 一般社団法人八王子薬剤師会 理事
（任期：平成 年 月 日から）

介護保険サービス
事業者

村上 正人 特定非営利活動法人八王子介護保険サービス
事業者連絡協議会 副理事長

介護保険サービス
事業者

水野 敬生 八王子施設長会 理事

介護保険サービス
事業者

金沢 義幸 一般社団法人八王子介護支援専門員連絡協議会
理事・副会長
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（任期：平成 年 月 日から）

福祉関係者 能勢 由紀子 介護家族の会 青い空 代表

保健医療関係者 堀米 政利 一般社団法人八王子市医師会 理事

保健医療関係者 渡邉 実 公益社団法人東京都八南歯科医師会八王子支部
副支部長

保健医療関係者 文入 重鶴 一般社団法人八王子薬剤師会 理事
（任期：平成 年 月 日まで）

保健医療関係者 森田 二三江 一般社団法人八王子薬剤師会 理事
（任期：平成 年 月 日から）

介護保険サービス
事業者

村上 正人 特定非営利活動法人八王子介護保険サービス
事業者連絡協議会 副理事長

介護保険サービス
事業者

水野 敬生 八王子施設長会 理事

介護保険サービス
事業者

金沢 義幸 一般社団法人八王子介護支援専門員連絡協議会
理事・副会長
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（３）保健医療関係者・・・３名以内
（４）介護保険サービス事業者・・・３名以内
（５）介護保険料を負担する事業者・・・１名
（６）地域関係者・・・２名以内
（７）公募市民・・・２名以内

２ 八王子市社会福祉審議会条例第７条第３項に基づき、臨時委員を置くこ
とができる。

３ 上記の他、部会は、委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くこ
とができる。

（委員の除斥）
第７条 委員及び臨時委員は、本人または本人が所属する法人等に係る案件

については、その審議及び決議に参加することができない。
（任期）
第８条 委員の任期は、平成 年 月１日から平成 年３月 日までとす

る。
（守秘義務）
第９条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。
（会議録）
第 条 会長は、事務局をして会議録を調製し、出席委員の氏名を記載させ

なければならない。
（庁内検討会）
第 条 部会での審議を円滑に行うため、庁内の関係者で構成する庁内検討

会（以下「検討会」という。）を設置する。
２ 検討会は、福祉部長が招集し、座長となる。
３ 座長が不在の場合は、座長が検討会の構成員の中から指名したものが会

議を進行する。
４ 検討会の構成員は、別表のとおりとする。
５ 座長が会議において必要と認めた場合は、検討会の構成員以外の者の出

席を求め、説明又は意見を聴くことができる。
（庶務）
第 条 部会の庶務は福祉部において処理する。

（その他）
第 条 この要綱に定めるもののほか、部会に関し必要な事項は別に定める。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

５ 計画策定部会運営要綱
八王子市高齢者計画・介護保険事業計画策定部会運営要綱

（設置）
第１条 老人福祉法第 条の８及び介護保険法第 条第１項に規定する高

齢者計画・介護保険事業計画（以下「計画」という。）の策定にあたり、
計画の基本となる重要事項等の審議をするため、八王子市社会福祉審議会
条例第７条第２項及び八王子市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会運
営要綱第４条第１項第３号に基づき、八王子市高齢者計画・介護保険事業
計画策定部会（以下「部会」という。）を設置する。

（所掌事項）
第２条 部会は、次に掲げる事項を所掌する。

（１）計画の基本となる重要事項に関すること。
（２）その他、計画の策定に必要な事項に関すること。

（構成）
第３条 部会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。
２ 会長は会務を総理し、部会を代表する。
３ 副会長は、会長を補佐し会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（開催）
第４条 部会は、原則として高齢者福祉専門分科会にて随時に開催日を決定

する。ただし、会長が必要と認めるときは、開催日を変更し、又は追加
することができる。

（会議）
第５条 部会は、会長が招集し、会長が議長となる。
２ 部会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。
３ 部会は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するとこ

ろによる。
（組織）
第６条 部会の委員は、八王子市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会運営

要綱第２条に定める委員もしくは臨時委員をもって組織し、定数は 人
とする。その内訳は次のとおりとする。

（１）学識経験者・・・２名
（２）福祉関係者・・・４名以内
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（３）保健医療関係者・・・３名以内
（４）介護保険サービス事業者・・・３名以内
（５）介護保険料を負担する事業者・・・１名
（６）地域関係者・・・２名以内
（７）公募市民・・・２名以内

２ 八王子市社会福祉審議会条例第７条第３項に基づき、臨時委員を置くこ
とができる。

３ 上記の他、部会は、委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くこ
とができる。

（委員の除斥）
第７条 委員及び臨時委員は、本人または本人が所属する法人等に係る案件

については、その審議及び決議に参加することができない。
（任期）
第８条 委員の任期は、平成 年 月１日から平成 年３月 日までとす

る。
（守秘義務）
第９条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。
（会議録）
第 条 会長は、事務局をして会議録を調製し、出席委員の氏名を記載させ

なければならない。
（庁内検討会）
第 条 部会での審議を円滑に行うため、庁内の関係者で構成する庁内検討

会（以下「検討会」という。）を設置する。
２ 検討会は、福祉部長が招集し、座長となる。
３ 座長が不在の場合は、座長が検討会の構成員の中から指名したものが会

議を進行する。
４ 検討会の構成員は、別表のとおりとする。
５ 座長が会議において必要と認めた場合は、検討会の構成員以外の者の出

席を求め、説明又は意見を聴くことができる。
（庶務）
第 条 部会の庶務は福祉部において処理する。

（その他）
第 条 この要綱に定めるもののほか、部会に関し必要な事項は別に定める。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

５ 計画策定部会運営要綱
八王子市高齢者計画・介護保険事業計画策定部会運営要綱

（設置）
第１条 老人福祉法第 条の８及び介護保険法第 条第１項に規定する高

齢者計画・介護保険事業計画（以下「計画」という。）の策定にあたり、
計画の基本となる重要事項等の審議をするため、八王子市社会福祉審議会
条例第７条第２項及び八王子市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会運
営要綱第４条第１項第３号に基づき、八王子市高齢者計画・介護保険事業
計画策定部会（以下「部会」という。）を設置する。

（所掌事項）
第２条 部会は、次に掲げる事項を所掌する。

（１）計画の基本となる重要事項に関すること。
（２）その他、計画の策定に必要な事項に関すること。

（構成）
第３条 部会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。
２ 会長は会務を総理し、部会を代表する。
３ 副会長は、会長を補佐し会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（開催）
第４条 部会は、原則として高齢者福祉専門分科会にて随時に開催日を決定

する。ただし、会長が必要と認めるときは、開催日を変更し、又は追加
することができる。

（会議）
第５条 部会は、会長が招集し、会長が議長となる。
２ 部会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。
３ 部会は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するとこ

ろによる。
（組織）
第６条 部会の委員は、八王子市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会運営

要綱第２条に定める委員もしくは臨時委員をもって組織し、定数は 人
とする。その内訳は次のとおりとする。

（１）学識経験者・・・２名
（２）福祉関係者・・・４名以内
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６ 事業一覧
本計画では、「地域で生きがいを持ち、活き活きと暮らす」、「住み慣れた地

域で安心して暮らし続ける」、「利用者の自立を支える介護保険サービスの安
定した提供」の３つを計画の柱として施策を展開します。（それぞれの施策の
詳細については第４章をご参照ください。）

計画の柱（１）地域で生きがいを持ち、活き活きと暮らす【 施策】

取組 番号 施策名称 掲載
ページ

①市民力・地域力
を活かした多様な
取組の推進
【 施策】

高齢者サロンの支援
地域の助け合い活動応援講座の開催
生活支援サービス研究会及び協議体の設置
生活支援コーディネーターの配置
はちおうじ志民塾の運営
「お父さんお帰りなさいパーティー」開催支援
生涯学習コーディネーターの養成

②介護予防に関す
る意識の向上・施
策の推進【 施策】

介護予防普及啓発事業
高齢者ボランティア・ポイント制度
地域介護予防活動支援事業
健康づくり活動の支援
歯科検診事業

③高齢者の生きが
いを高める情報・
活動の支援
【 施策】

シニアクラブの支援

高齢者向けの各種教室や講座の開催

出前講座の開催

④高齢者の技能・
経験を活かす
【 施策】

八王子市シルバー人材センターの支援
八王子市高齢者活動コーディネートセンターの運営
ビジネスお助け隊の活動支援

⑤高齢者の自立に
つながるまちづく
り【 施策】

特定都市施設のバリアフリー化推進
だれでもトイレの充実
思いやり駐車スペースの推進
高齢者等の移動手段の確保に関する勉強会の開催
福祉有償運送の登録等支援

⑥地域の災害時支
援体制の充実
【 施策】

地域における避難行動要支援者支援体制の推進
災害時における福祉避難所の設置と運用
災害時における要配慮者の安否確認

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

附則
（施行期日）

この要綱は、平成 年６月 日から施行する。

別表
部長級：福祉部長、医療保険部長、健康部長
課長級：高齢者いきいき課長、高齢者福祉課長、介護保険課長、

福祉政策課長、地域医療政策課長、大横保健福祉センター館長、
東浅川保健福祉センター館長、南大沢保健福祉センター館長、
健康政策課長、保健対策課長
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６ 事業一覧
本計画では、「地域で生きがいを持ち、活き活きと暮らす」、「住み慣れた地

域で安心して暮らし続ける」、「利用者の自立を支える介護保険サービスの安
定した提供」の３つを計画の柱として施策を展開します。（それぞれの施策の
詳細については第４章をご参照ください。）

計画の柱（１）地域で生きがいを持ち、活き活きと暮らす【 施策】

取組 番号 施策名称 掲載
ページ

①市民力・地域力
を活かした多様な
取組の推進
【 施策】

高齢者サロンの支援
地域の助け合い活動応援講座の開催
生活支援サービス研究会及び協議体の設置
生活支援コーディネーターの配置
はちおうじ志民塾の運営
「お父さんお帰りなさいパーティー」開催支援
生涯学習コーディネーターの養成

②介護予防に関す
る意識の向上・施
策の推進【 施策】

介護予防普及啓発事業
高齢者ボランティア・ポイント制度
地域介護予防活動支援事業
健康づくり活動の支援
歯科検診事業

③高齢者の生きが
いを高める情報・
活動の支援
【 施策】

シニアクラブの支援

高齢者向けの各種教室や講座の開催

出前講座の開催

④高齢者の技能・
経験を活かす
【 施策】

八王子市シルバー人材センターの支援
八王子市高齢者活動コーディネートセンターの運営
ビジネスお助け隊の活動支援

⑤高齢者の自立に
つながるまちづく
り【 施策】

特定都市施設のバリアフリー化推進
だれでもトイレの充実
思いやり駐車スペースの推進
高齢者等の移動手段の確保に関する勉強会の開催
福祉有償運送の登録等支援

⑥地域の災害時支
援体制の充実
【 施策】

地域における避難行動要支援者支援体制の推進
災害時における福祉避難所の設置と運用
災害時における要配慮者の安否確認

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

附則
（施行期日）

この要綱は、平成 年６月 日から施行する。

別表
部長級：福祉部長、医療保険部長、健康部長
課長級：高齢者いきいき課長、高齢者福祉課長、介護保険課長、

福祉政策課長、地域医療政策課長、大横保健福祉センター館長、
東浅川保健福祉センター館長、南大沢保健福祉センター館長、
健康政策課長、保健対策課長
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取組 番号 施策名称 掲載
ページ

⑤高齢者の安全・
安心を守る
【 施策】

成年後見制度の適切な活用の推進
権利擁護の推進
民生委員・児童委員による相談活動の充実
高齢者虐待防止に向けた普及啓発と人材育成
高齢者等への消費生活講座の開催
介護サービス相談支援事業の充実
高齢者向け交通安全啓発事業

⑥高齢者の住まい
に関する支援
【 施策】

高齢者住居賃貸代行保証料補助
未届有料老人ホームの実態把握・指導
高齢者自立支援住宅改修給付
公営住宅優遇抽選制度
居住支援協議会による住宅確保要配慮者への入居支援

⑦在宅生活を支援
するサービスの充
実【 施策】

生活支援ショートステイ
シルバーサポーターの派遣
在宅高齢者訪問理容・美容サービス
食事提供サービス活動支援
高齢者のこころの健康相談
電磁調理器の給付

計画の柱（ ）利用者の自立を支える介護保険サービスの安定した提供
【 施策】

取組 番号 施策名称 掲載
ページ

①介護人材の確
保・定着・育成
【 施策】

介護のしごと魅力発見講座の開催
介護スタッフ入門講座の開催
生活支援ヘルパー養成研修の開催
再就職者研修の開催
就職相談会の開催
介護サービス事業者向け研修の開催
資格取得の支援

②介護予防・日常
生活支援総合事業
の充実【 施策】

介護予防・生活支援サービス事業における訪問型サー
ビス
介護予防・生活支援サービス事業における通所型サー
ビス
介護予防ケアマネジメントの支援
介護予防・日常生活支援総合事業の周知

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

取組 番号 施策名称 掲載
ページ

⑦地域のネットワ
ークの充実
【 施策】

八王子市社会福祉協議会への支援
見守り協定事業
高齢者見守り相談窓口の運営
見守りサービスの充実
地域と連携した見守り講座の開催
訪問ふれあい収集事業

計画の柱（ ）住み慣れた地域で安心して暮らし続ける【 施策】

取組 番号 施策名称 掲載
ページ

①八王子版地域包
括ケアシステムの
強化【 施策】

高齢者あんしん相談センターの充実
地域ケア会議の開催
地域包括ケアシステムの庁内推進体制の充実
生活の相談やサービス利用に関する要望への対応
インターネットを活用した地域資源マップの公開
地域包括ケアシステムの周知、進行管理、評価

②認知症施策の推
進【 施策】

認知症高齢者ネットワーク会議の開催
認知症の早期発見・早期対応

との連携
東京都指定機関と連携した認知症対策
認知症に関する普及啓発・講座の開催
認知症サポーターの養成
認知症の介護者への支援
徘徊高齢者探索機器の貸与
徘徊 ネットワーク事業
認知症徘徊模擬訓練

③医療と介護の多
様な職種による連
携推進【６施策】

医療と介護の関係者会議の開催・参加
在宅医療全夜間対応事業
在宅医療支援システムの運用
看取りに関する情報提供
在宅療養患者搬送事業
八王子市在宅医療相談窓口の周知

④介護を行う家族
への支援【 施策】

在宅高齢者おむつ給付事業
入院高齢者おむつ代助成
家族介護慰労金支給事業
男性のための介護講座の開催
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取組 番号 施策名称 掲載
ページ

⑤高齢者の安全・
安心を守る
【 施策】

成年後見制度の適切な活用の推進
権利擁護の推進
民生委員・児童委員による相談活動の充実
高齢者虐待防止に向けた普及啓発と人材育成
高齢者等への消費生活講座の開催
介護サービス相談支援事業の充実
高齢者向け交通安全啓発事業

⑥高齢者の住まい
に関する支援
【 施策】

高齢者住居賃貸代行保証料補助
未届有料老人ホームの実態把握・指導
高齢者自立支援住宅改修給付
公営住宅優遇抽選制度
居住支援協議会による住宅確保要配慮者への入居支援

⑦在宅生活を支援
するサービスの充
実【 施策】

生活支援ショートステイ
シルバーサポーターの派遣
在宅高齢者訪問理容・美容サービス
食事提供サービス活動支援
高齢者のこころの健康相談
電磁調理器の給付

計画の柱（ ）利用者の自立を支える介護保険サービスの安定した提供
【 施策】

取組 番号 施策名称 掲載
ページ

①介護人材の確
保・定着・育成
【 施策】
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生活支援総合事業
の充実【 施策】

介護予防・生活支援サービス事業における訪問型サー
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介護予防・生活支援サービス事業における通所型サー
ビス
介護予防ケアマネジメントの支援
介護予防・日常生活支援総合事業の周知
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取組 番号 施策名称 掲載
ページ
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計画の柱（ ）住み慣れた地域で安心して暮らし続ける【 施策】

取組 番号 施策名称 掲載
ページ
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７ 用語解説

あ行
用語 解説

（法人
ほうじん

）

「 」の略で、民間の非営利組織の
こと。福祉やまちづくり、環境保全、国際協力などの様々な社
会貢献活動を行っている。 法人（特定非営利活動法人）
は、市民活動団体の中で特定非営利活動促進法（通称 法）
により法人格を取得した団体を指す。

オストメイト
病気や事故などにより消化管や尿管が損なわれたため、腹部な

どに排せつのための開口部（ストーマ「人工肛門・人工膀胱」）
を造設した人のこと。人工肛門保有者、人工膀胱保有者ともいう。

か行
用語 解説

介護
か い ご

医療院
いりょういん

平成 年度（ 年度）末に設置期限を迎える「介護療
養型医療施設（介護療養病床）」の受け皿として新たに創設さ
れる介護保険施設。「生活の場としての機能」を兼ね備え、日
常的に長期療養のための医療ケアが必要な重介護者を受け入
れ、ターミナルケアや看取りも対応することなどが特徴。

介護報酬
かいごほうしゅう

介護保険が適用されるサービスで、そのサービスを提供した
対価として事業所・施設に支払われる報酬。額は厚生労働大臣
が定め、原則として報酬の一部を利用者が負担し、残りは保険
者である市区町村に請求され、保険料と公費で賄う介護保険か
ら支払われる。

介護予防
か い ご よ ぼ う

・日常生活
にちじょうせいかつ

支援総合事業
しえんそうごうじぎょう

介護予防・日常生活支援総合事業には「介護予防・生活支援
サービス」と「一般介護予防」の２つがある。「介護予防・生
活支援サービス」では、これまで全国一律に提供されていた「介
護予防訪問介護」と「介護予防通所介護」が、市区町村ごとに
地域の実情にあわせて、独自に多様な支援ができるしくみに変
わり、よりきめ細かいサービス提供ができるようになった。

介護予防
か い ご よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

サ
ービス事業

じぎょう
における

訪問型
ほうもんがた

サービス

多様な生活支援のニーズに対して、市区町村ごとに地域の実
情にあわせて独自に多様なサービスを提供できる制度。具体的
には、現行の訪問介護に相当するものと、それ以外の多様なサ
ービスからなり、想定されているサービス種別と主な内容は以
下のとおり。
【現行の訪問介護相当】
①訪問介護（現行の訪問介護相当）：訪問介護員による身体介
護、生活援助を行う。
【多様なサービス】
②訪問型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）：生活援
助等を行う。
③訪問型サービスＢ（住民主体による支援）：住民主体の自主
活動として生活援助等を行う。
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取組 番号 施策名称 掲載
ページ

③持続力のある介
護保険制度運営
【 施策】

介護サービス事業者ガイドブックの配布
福祉サービス第三者評価制度の普及促進
指定介護事業者に対する実地検査
事業所の適切な許認可・指定
国保データベース（ ）の活用

④第 期介護給付
適正化計画の円滑
な実施【 施策】

要介護認定の適正化
ケアプラン点検
住宅改修・福祉用具点検
縦覧点検・医療情報との突合
介護給付費通知
給付実績の活用
不適切なサービス利用の調査
介護支援専門員研修
ケアマネジャーガイドライン改訂

⑤適正な介護保険
施設などの配置と
運営【 施策】

適正な介護保険施設などの配置と運営

資 

料 

編
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７ 用語解説
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は、市民活動団体の中で特定非営利活動促進法（通称 法）
により法人格を取得した団体を指す。

オストメイト
病気や事故などにより消化管や尿管が損なわれたため、腹部な

どに排せつのための開口部（ストーマ「人工肛門・人工膀胱」）
を造設した人のこと。人工肛門保有者、人工膀胱保有者ともいう。

か行
用語 解説

介護
か い ご

医療院
いりょういん

平成 年度（ 年度）末に設置期限を迎える「介護療
養型医療施設（介護療養病床）」の受け皿として新たに創設さ
れる介護保険施設。「生活の場としての機能」を兼ね備え、日
常的に長期療養のための医療ケアが必要な重介護者を受け入
れ、ターミナルケアや看取りも対応することなどが特徴。

介護報酬
かいごほうしゅう

介護保険が適用されるサービスで、そのサービスを提供した
対価として事業所・施設に支払われる報酬。額は厚生労働大臣
が定め、原則として報酬の一部を利用者が負担し、残りは保険
者である市区町村に請求され、保険料と公費で賄う介護保険か
ら支払われる。

介護予防
か い ご よ ぼ う

・日常生活
にちじょうせいかつ

支援総合事業
しえんそうごうじぎょう

介護予防・日常生活支援総合事業には「介護予防・生活支援
サービス」と「一般介護予防」の２つがある。「介護予防・生
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ービスからなり、想定されているサービス種別と主な内容は以
下のとおり。
【現行の訪問介護相当】
①訪問介護（現行の訪問介護相当）：訪問介護員による身体介
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活動として生活援助等を行う。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

取組 番号 施策名称 掲載
ページ
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護保険制度運営
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介護サービス事業者ガイドブックの配布
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指定介護事業者に対する実地検査
事業所の適切な許認可・指定
国保データベース（ ）の活用
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適正化計画の円滑
な実施【 施策】
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資 

料 

編



資料編

介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

（ケアマネジャー）

要介護者等からの相談に応じて、心身の状況等に応じた適切
なサービス等を利用できるように、市区町村、居宅サービス事
業者、施設等との連絡調整等（ケアマネジメント）を行う者で、
要介護者等が自立した日常生活を営むのに必要な援助に関す
る専門的知識及び技術を有する者。

高齢者
こうれいしゃ

あんしん相談
そうだん

センター（地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター）

高齢者あんしん相談センターは、地域包括支援センターの八
王子市における愛称。高齢者が住み慣れた地域でいつまでも自
分らしく暮らせるために、保健師又は経験のある看護師、主任
ケアマネジャー及び社会福祉士を置き、介護予防ケアマネジメ
ント、医療、介護、虐待などの相談・支援、権利擁護、包括的・
継続的ケアマネジメント等を業務として介護保険法に規定さ
れた機関。日常生活圏域を踏まえて設定され、市区町村又は市
区町村に委託された法人が運営する。

さ行
用語 解説

サテライト型
がた

サテライトとは、他のものに付属していることを意味する。
ここでは付属している機関や施設のことで、本体機関と密接な
関係を保ちながら別の場所で運営されている施設。

社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せ い ど

一般に、「国民の生活の安定が損なわれた場合に、国民に健
やかで安心できる生活を保障することを目的として、公的責任
で生活を支える給付を行うもの」とされている。具体的には、
傷病や失業、労働災害、退職などで生活が不安定になった時に、
健康保険や年金、社会福祉制度など法律に基づく公的なしくみ
を活用して、健やかで安心な生活を保障すること。

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

社会福祉法に基づき、各市区町村に設置された社会福祉法
人。地域における福祉の問題を解決し、その改善向上を図るた
め、社会福祉関係者や住民の参画を得て、誰もが安心して生活
できる「福祉社会」の実現をめざし、市民参加・協働による様々
な活動を行っている。

若年性認知症総合支援
じゃくねんせいにんちしょうそうごうしえん

センター

専門の若年性認知症支援コーディネーターが、社会保障・就
労支援・財産管理・サービスの受給などについて、本人や家族
からの相談に対応する施設。地域包括支援センターや医療機関
等の専門機関からの相談についても、必要な助言を行うととも
に、相互に連携しながら若年性認知症の人への支援を行う。東
京都には「東京都若年性認知症総合支援センター」と、「東京
都多摩若年性認知症総合支援センター」の２つのセンターがあ
る。

人生
じんせい

年
ねん
時代
じ だ い

歳まで生きるのが当たり前となる時代、またそのような
時代に合った制度や人生設計を含めて用いられる。
内閣総理大臣が平成 年 月に設置した「内閣官房人生

年時代構想推進室」により開催された「人生 年時代
構想会議」で提唱されている。この会議では、近い将来平均寿
命が 歳を突破することを踏まえ、いくつになっても学び
直しができ、新しいことにチャレンジできる社会のあり方を検
討することとなっている。
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④訪問型サービスＣ（短期集中予防サービス）：保健師等によ
る居宅での相談指導等を行う。
⑤訪問型サービスＤ（移動支援）：移送前後の生活支援を行う。

介護予防
か い ご よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

サ
ービス事業

じぎょう
における

通所型
つうしょがた

サービス

多様な生活支援のニーズに対して、市区町村ごとに地域の実
情にあわせて独自に多様なサービスを提供できる制度。具体的
には、現行の通所介護に相当するものと、それ以外の多様なサ
ービスからなり、想定されているサービス種別と主な内容は以
下のとおり。
【現行の通所介護相当】
①通所介護：通所介護と同様のサービス、生活機能の向上のた
めの機能訓練
【多様なサービス】
②通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス）：ミニデ
イサービス、運動・レクリエーション 等
③通所型サービスＢ（住民主体による支援）：体操、運動等の
活動など、自主的な通いの場
④通所型サービスＣ（短期集中予防サービス）：生活機能を改
善するための運動器の機能向上や栄養改善等のプログラム

かかりつけ医
い

日常的な診療や健康管理を行ってくれる身近な医師のこと。
必要に応じて、専門の医療機関や高度医療機関等への紹介や、
在宅での医療や介護が必要になったときの相談にも対応する。

キャリアパス

ある職位や職務に就くために、どのような経験を積みどのよ
うなスキルを身につけるか、といった道筋を示すもの。介護分
野では、長期的に介護人材の確保・定着の推進を図るため、介
護職員が将来展望を持って介護の職場で働き続けることがで
きるよう、能力・資格・経験等に応じた処遇が適切になされる
ことが重要であり、こうしたキャリアパスに関するしくみを、
介護の職場に導入・普及していくことが求められている。

共生型
きょうせいがた

サービス

介護保険又は障害福祉のいずれかの居宅サービス（デイサー
ビス、ホームヘルプサービス、ショートステイ）の指定を受け
ている事業者がもう一方の制度における居宅サービスの指定
も受けやすくする「（共生型）居宅サービスの指定の特例」を
設けたもの。

ケアマネジメント
（居宅

きょたく
介護
か い ご

支援
し え ん

）

要介護者等が居宅で日常生活を営むために必要な保健医療
サービス又は福祉サービスの適切な利用等をすることができ
るよう、要介護者の依頼を受けて計画（ケアプラン）を作成す
るとともに、ケアプランに基づくサービス等の提供が確保され
るよう、サービス事業者等との連絡調整その他の便宜の提供を
行うこと。また、居宅要介護者が施設への入所を要する場合に、
紹介その他の便宜の提供を行うこと。

ケアプラン

利用者の心身の状況、置かれている環境、利用者本人や家族
の希望等を元に、サービス担当者会議での専門家の協議で作成
される、利用者のニーズと生活上の課題解決のための具体的な
サービス計画。介護保険制度では、利用者のニーズに合ったサ
ービスを効率的かつ計画的に提供する観点から、健康上及び生
活上の問題点や解決すべき課題、目標とその達成時期、利用す
るサービスの種類や内容等が記載されたケアプランを作成し
てサービスを提供することを給付の基本としている。

資 

料 

編



資料編

介護
か い ご

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

（ケアマネジャー）

要介護者等からの相談に応じて、心身の状況等に応じた適切
なサービス等を利用できるように、市区町村、居宅サービス事
業者、施設等との連絡調整等（ケアマネジメント）を行う者で、
要介護者等が自立した日常生活を営むのに必要な援助に関す
る専門的知識及び技術を有する者。

高齢者
こうれいしゃ

あんしん相談
そうだん

センター（地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター）

高齢者あんしん相談センターは、地域包括支援センターの八
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さ行
用語 解説
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がた
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社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せ い ど

一般に、「国民の生活の安定が損なわれた場合に、国民に健
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社会
しゃかい
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ふくしきょう
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ぎ か い
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専門の若年性認知症支援コーディネーターが、社会保障・就
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人生
じんせい

年
ねん
時代
じ だ い
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介護予防
か い ご よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

サ
ービス事業

じぎょう
における

通所型
つうしょがた

サービス
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ている事業者がもう一方の制度における居宅サービスの指定
も受けやすくする「（共生型）居宅サービスの指定の特例」を
設けたもの。
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介護
か い ご

支援
し え ん

）
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行うこと。また、居宅要介護者が施設への入所を要する場合に、
紹介その他の便宜の提供を行うこと。

ケアプラン

利用者の心身の状況、置かれている環境、利用者本人や家族
の希望等を元に、サービス担当者会議での専門家の協議で作成
される、利用者のニーズと生活上の課題解決のための具体的な
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ービスを効率的かつ計画的に提供する観点から、健康上及び生
活上の問題点や解決すべき課題、目標とその達成時期、利用す
るサービスの種類や内容等が記載されたケアプランを作成し
てサービスを提供することを給付の基本としている。
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東京都国民健康保険
とうきょうとこくみんけんこうほけん

団体連合会
だんたいれんごうかい

国民健康保険法第 条に基づき、東京都の保険者（市区町
村・国民健康保険組合）が共同して目的を達成するため、東京
都知事の認可を受け設立された団体。主な事業として、診療報
酬等の審査支払事業、保険者事務共同処理事業、後期高齢者医
療事業、介護保険事業などがある。

な行
用語 解説

日常生活圏域
にちじょうせいかつけんいき

市区町村介護保険事業計画で、その住民が日常生活を営んで
いる地域として、地理的条件、人口、交通事情その他の社会的
条件、介護保険サービスを提供する施設の整備状況、その他の
条件を総合的に考慮して定める区域。国では、概ね 分以内
に必要なサービスが提供される区域として中学校区を単位と
して想定しているが、それぞれの市区町村で、住民の生活形態、
地域づくりの単位など、面積や人口だけでなく、地域の特性な
どを踏まえて設定される。八王子市では平成 年現在、
の圏域が設定されている。

日常
にちじょう

生活
せいかつ

自立度
じ り つ ど

認知症高齢者の日常生活自立度においては、判定基準によっ
て大きくⅠ～Ⅳ、Ｍの段階があり、本文中のⅡは「日常生活に
支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見ら
れても、誰かが注意していれば自立できる」状態を指し、見守
りまたは支援が必要であることを表している。

任意
に ん い

事業
じぎょう

市区町村が実施主体となり、介護給付費等適正化事業、家族
介護支援事業のほか、地域の実情に応じて、任意に実施できる
事業。

認知症
にんちしょう

後天的に脳が何らかの原因によって障害を受け、認知機能が
持続的に低下した病的な状態をいい、加齢による「物忘れ」と
は区別される。記憶障害や判断能力の低下などにより日常生活
に支障が生じる。徘徊や暴言などの行動障害、妄想やうつ状態
などの精神症状を伴うことが多い。アルツハイマー型認知症や
脳血管性認知症等がある。

認知症施策推進総合
にんちしょうしさくすいしんそうごう

戦略
せんりゃく

（新
しん
オレンジプ

ラン）

これまでの認知症施策推進 か年計画を引継ぎ、平成 年
月に取りまとめられた認知症施策推進総合戦略のこと。内容

は①認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進、②認知
症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供、③若年性
認知症施策の強化、④認知症の人の介護者への支援、⑤認知症
の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進、⑥認知症の予
防法、診断法、治療法、リハビリテーションモデル、介護モデ
ル等の研究開発及びその成果の普及の推進、⑦認知症の人やそ
の家族の視点の重視、の つの柱をもとに構成されている。

認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター

認知症疾患における鑑別診断、地域における医療機関等の紹
介、問題行動への対応についての相談の受付などを行う専門医
療機関。都道府県や政令指定都市が指定する病院に設置。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

ソーシャルネットワ
ーキングサービス（Ｓ
ＮＳ）

人と人とのつながりを支援するインターネット上のサービ
ス。友人、知人間のコミュニケーションを円滑にする手段や場
を提供したり、趣味や嗜好、居住地域、出身校といった共通点
やつながりを通じて新たな人間関係を構築する場を提供する
サービスで、 サイトや専用のスマートフォンアプリなど
で閲覧・利用することができる。

た行
用語 解説

第
だい
１号

ごう
被
ひ
保険者
ほけんしゃ

市区町村に住所を有する 歳以上の者をいう。転入や年齢
が 歳に到達したときに、その市区町村における第 号被保
険者の資格を取得する。

第
だい
２号

ごう
被
ひ
保険者
ほけんしゃ

市区町村内に住所を有する 歳以上 歳未満の健康保険
加入者をいう。転入や健康保険加入、年齢が 歳に到達した
ときに、その市区町村における第 号被保険者の資格を取得
する。なお、第 号被保険者が保険適用により介護サービス
を利用できるのは、加齢を原因とする 種類の特定疾病によ
って要介護（要支援）状態となった場合に限られる。

だれでもトイレ
ユニバーサルデザインの考えに基づき、高齢者、車椅子利用

者、乳幼児を連れた人、オストメイトなど、できるだけ多くの
人が利用できるように設計されたトイレ。

団塊
だんかい

の世代
せ だ い

昭和 年から 年に生まれた世代。この 年間の出生数
は約 万人であり、その前後に比べて非常に多く、「第一
次ベビーブーム世代」とも呼ばれる。平成 年には高齢期を
迎え、平成 年（ 年）には後期高齢者となる。

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

子ども・高齢者・障害者など全ての人々が、地域・暮らし・
生きがいを共に創り、高めあうことができる社会のこと。支え
手側と受け手側に分かれるのではなく、地域のあらゆる住民が
役割を持ち、支えあいながら、自分らしく活躍できる地域コミ
ュニティを指す。

地域
ち い き

支援
し え ん

事業
じぎょう

介護が必要になる可能性のある高齢者を対象に、要支援・要
介護状態になることを防止するためのサービスや、要介護状態
になった場合でも、できるだけ住み慣れた地域で自立した日常
生活を営むことができるように支援するための事業。

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア「見
み
える

化
か
」システム

厚生労働省が提供する、都道府県・市区町村における介護保
険事業（支援）計画等の策定・実行を総合的に支援するための
情報システム。介護保険に関連する情報をはじめ、地域包括ケ
アシステムの構築に関する様々な情報が一元化され、グラフ等
を用いて見やすい形で提供されている。

中 核
ちゅうかく

市
し

人口 万人以上の要件を満たし、政令指定都市以外の行政
規模や能力などが比較的大きな都市について、事務権限を強化
し、より住民の身近なところで行政を行うことができるように
した都市制度が中核市制度であり、八王子市は平成 年 月
日に東京都初の中核市に移行した。
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の圏域が設定されている。
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自立度
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認知症高齢者の日常生活自立度においては、判定基準によっ
て大きくⅠ～Ⅳ、Ｍの段階があり、本文中のⅡは「日常生活に
支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見ら
れても、誰かが注意していれば自立できる」状態を指し、見守
りまたは支援が必要であることを表している。

任意
に ん い

事業
じぎょう

市区町村が実施主体となり、介護給付費等適正化事業、家族
介護支援事業のほか、地域の実情に応じて、任意に実施できる
事業。

認知症
にんちしょう

後天的に脳が何らかの原因によって障害を受け、認知機能が
持続的に低下した病的な状態をいい、加齢による「物忘れ」と
は区別される。記憶障害や判断能力の低下などにより日常生活
に支障が生じる。徘徊や暴言などの行動障害、妄想やうつ状態
などの精神症状を伴うことが多い。アルツハイマー型認知症や
脳血管性認知症等がある。

認知症施策推進総合
にんちしょうしさくすいしんそうごう

戦略
せんりゃく

（新
しん
オレンジプ

ラン）

これまでの認知症施策推進 か年計画を引継ぎ、平成 年
月に取りまとめられた認知症施策推進総合戦略のこと。内容

は①認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進、②認知
症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供、③若年性
認知症施策の強化、④認知症の人の介護者への支援、⑤認知症
の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進、⑥認知症の予
防法、診断法、治療法、リハビリテーションモデル、介護モデ
ル等の研究開発及びその成果の普及の推進、⑦認知症の人やそ
の家族の視点の重視、の つの柱をもとに構成されている。

認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター

認知症疾患における鑑別診断、地域における医療機関等の紹
介、問題行動への対応についての相談の受付などを行う専門医
療機関。都道府県や政令指定都市が指定する病院に設置。
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ソーシャルネットワ
ーキングサービス（Ｓ
ＮＳ）

人と人とのつながりを支援するインターネット上のサービ
ス。友人、知人間のコミュニケーションを円滑にする手段や場
を提供したり、趣味や嗜好、居住地域、出身校といった共通点
やつながりを通じて新たな人間関係を構築する場を提供する
サービスで、 サイトや専用のスマートフォンアプリなど
で閲覧・利用することができる。

た行
用語 解説

第
だい
１号

ごう
被
ひ
保険者
ほけんしゃ

市区町村に住所を有する 歳以上の者をいう。転入や年齢
が 歳に到達したときに、その市区町村における第 号被保
険者の資格を取得する。

第
だい
２号

ごう
被
ひ
保険者
ほけんしゃ

市区町村内に住所を有する 歳以上 歳未満の健康保険
加入者をいう。転入や健康保険加入、年齢が 歳に到達した
ときに、その市区町村における第 号被保険者の資格を取得
する。なお、第 号被保険者が保険適用により介護サービス
を利用できるのは、加齢を原因とする 種類の特定疾病によ
って要介護（要支援）状態となった場合に限られる。

だれでもトイレ
ユニバーサルデザインの考えに基づき、高齢者、車椅子利用

者、乳幼児を連れた人、オストメイトなど、できるだけ多くの
人が利用できるように設計されたトイレ。

団塊
だんかい

の世代
せ だ い

昭和 年から 年に生まれた世代。この 年間の出生数
は約 万人であり、その前後に比べて非常に多く、「第一
次ベビーブーム世代」とも呼ばれる。平成 年には高齢期を
迎え、平成 年（ 年）には後期高齢者となる。

地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

子ども・高齢者・障害者など全ての人々が、地域・暮らし・
生きがいを共に創り、高めあうことができる社会のこと。支え
手側と受け手側に分かれるのではなく、地域のあらゆる住民が
役割を持ち、支えあいながら、自分らしく活躍できる地域コミ
ュニティを指す。

地域
ち い き

支援
し え ん

事業
じぎょう

介護が必要になる可能性のある高齢者を対象に、要支援・要
介護状態になることを防止するためのサービスや、要介護状態
になった場合でも、できるだけ住み慣れた地域で自立した日常
生活を営むことができるように支援するための事業。

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア「見
み
える

化
か
」システム

厚生労働省が提供する、都道府県・市区町村における介護保
険事業（支援）計画等の策定・実行を総合的に支援するための
情報システム。介護保険に関連する情報をはじめ、地域包括ケ
アシステムの構築に関する様々な情報が一元化され、グラフ等
を用いて見やすい形で提供されている。

中 核
ちゅうかく

市
し

人口 万人以上の要件を満たし、政令指定都市以外の行政
規模や能力などが比較的大きな都市について、事務権限を強化
し、より住民の身近なところで行政を行うことができるように
した都市制度が中核市制度であり、八王子市は平成 年 月
日に東京都初の中核市に移行した。
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や行
用語 解説

ユニバーサルデザイ
ン

年齢や障害の有無等に関わらず、できるだけ多くの人が利用
可能であるように、建物や製品、空間などをデザインすること。

要介護
ようかいご

認定
にんてい

介護保険制度で、支援や介護を要する状態であることを保険
者が認定すること。日常生活（身支度、掃除、洗濯、買い物等）
を営むのに見守りや支援を必要とする状態を意味する「要支援
認定」と、日常生活で介護を必要とする状態を意味する「要介
護認定」の 種類の認定が別々に規定され、最も軽度の要支
援 から最も重度の要介護 まで、 段階の介護度が設けら
れている。

要介護
ようかいご

認定者
にんていしゃ

介護保険制度で、介護を要する状態であることを保険者に認
定された被保険者。日常生活で介護を必要とする状態を意味す
る「要介護認定」が規定され、最も軽度の要介護 から最も
重度の要介護 まで、 段階の介護度が設けられている。

要支援
ようしえん

認定者
にんていしゃ

介護保険制度で、支援を要する状態であることを保険者に認
定された被保険者。日常生活（身支度、掃除、洗濯、買い物等）
を営むのに見守りや支援を必要とする状態を意味する「要支援
認定」が規定され、最も軽度の要支援 から要支援 まで、
段階の介護度が設けられている。

ら行・わ行
用語 解説

レスパイト

一時的中断、休息、息抜きを意味する英語「 」から
派生した言葉。レスパイトケアとは、要介護者を在宅でケアし
ている家族の精神的疲労を軽減するため、一時的にケアを代替
し、リフレッシュを図ってもらうサービスのこと。

我
わ
が事

ごと
・丸

まる
ごと

「他人事」になりがちな地域づくりを地域住民が「我が事」
として主体的に取り組んでいくしくみを作っていくとともに、
市区町村では、地域づくりの取組の支援と、公的な福祉サービ
スへのつなぎを含めた「丸ごと」の総合相談支援の体制整備を
進めていくこと。また、対象者ごとに整備された「縦割り」の
公的福祉サービスも「丸ごと」へと転換していくため、サービ
スや専門人材の養成課程の改革を進めていくこと。地域共生社
会の実現に向けたキーワードの一つとして用いられている。

～本計画における元号の取扱いについて～

和暦 平成
年

平成
年

平成
年

平成
年

平成
年

平成
年

平成
年

平成
年

平成
年

西暦 年 年 年 年 年 年 年 年 年

本計画における元号の表記は、「平成」を使用しています。
平成 年以降については、下表を御参照ください。
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は行
用語 解説

八王子
は ち お う じ

けんこう体操
たいそう

地域の通いの場や自宅等で誰でも気軽に介護予防に取り組
めるように、八王子市が作成した椅子を使った介護予防体操。
準備体操から筋力トレーニングまで万遍なく含まれているほ
か、高齢者のリスクが高い口腔体操も加えた内容で構成されて
いる。

パブリックコメント

市の基本的な政策等を策定する場合に、事前に内容を公表し
て市民から意見を募集する手続き。寄せられた市民の意見は、
政策等の決定にあたって参考とし、意見の概要と意見に対する
市の見解等を公表している。

バリアフリー

障壁（バリア）となるものを取り除くこと。床の段差を解消
し、手すりを設置するなどといったハード面だけではなく、近
年では、全ての人の社会生活に支障をもたらす物理的、社会的、
制度的、心理的な様々な障壁を除去するという意味で用いられ
る。
マネジメントサイクルの一つで、 （計画）→ （実施）

→ （評価）→ （改善）のプロセスを順に実施し、
継続的な改善活動を推進していくシステム。一連のサイクルが
終わったら、反省点を踏まえて再計画へのプロセスに入り、新
たなサイクルを進める。

標 準
ひょうじゅん

給付費
き ゅ う ふ ひ

介護給付費と予防給付費をあわせた総給付費に、その他の経
費である、特定入所者生活介護サービス費等給付額、高額介護
サービス費等給付額、高額医療合算介護サービス費等給付額、
算定対象審査支払手数料を加えた費用のこと。

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

サービス
保健と福祉に関するサービスの総称。または両方の領域にま

たがるサービスや両方の領域で連携して提供されるサービス
を指す場合もある。

ホスピス
ターミナルケア（終末期ケア）を行う施設のこと。または在

宅で行うターミナルケアのこと。緩和ケア、緩和（ケア）病床
などともいう。

ま行
用語 解説

看取
み と

り

病人のそばにいて世話をすること。また、死期まで見守り看
病すること。人生の最終段階を自宅で過ごすことを希望する方
が増えている中で、自宅での「看取り」については、本人の意
志や家族の希望を確認したうえで、在宅医療や往診を行う医
師、訪問看護を行う看護師、ケアマネジャーなどの介護者と連
携して備える必要がある。

民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

民生委員法により厚生労働大臣から委嘱され、各市区町村の
担当地域で住民の社会福祉に関する相談・支援、社会調査活動、
生活支援活動等を住民性の原則、継続性の原則、包括・総合性
の原則に沿って行う。また、民生委員は児童福祉法により児童
委員を兼ねることになっている。
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や行
用語 解説
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ン
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用語 解説
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一時的中断、休息、息抜きを意味する英語「 」から
派生した言葉。レスパイトケアとは、要介護者を在宅でケアし
ている家族の精神的疲労を軽減するため、一時的にケアを代替
し、リフレッシュを図ってもらうサービスのこと。

我
わ
が事

ごと
・丸

まる
ごと

「他人事」になりがちな地域づくりを地域住民が「我が事」
として主体的に取り組んでいくしくみを作っていくとともに、
市区町村では、地域づくりの取組の支援と、公的な福祉サービ
スへのつなぎを含めた「丸ごと」の総合相談支援の体制整備を
進めていくこと。また、対象者ごとに整備された「縦割り」の
公的福祉サービスも「丸ごと」へと転換していくため、サービ
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年
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平成
年

平成
年
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本計画における元号の表記は、「平成」を使用しています。
平成 年以降については、下表を御参照ください。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

は行
用語 解説

八王子
は ち お う じ

けんこう体操
たいそう

地域の通いの場や自宅等で誰でも気軽に介護予防に取り組
めるように、八王子市が作成した椅子を使った介護予防体操。
準備体操から筋力トレーニングまで万遍なく含まれているほ
か、高齢者のリスクが高い口腔体操も加えた内容で構成されて
いる。

パブリックコメント

市の基本的な政策等を策定する場合に、事前に内容を公表し
て市民から意見を募集する手続き。寄せられた市民の意見は、
政策等の決定にあたって参考とし、意見の概要と意見に対する
市の見解等を公表している。

バリアフリー

障壁（バリア）となるものを取り除くこと。床の段差を解消
し、手すりを設置するなどといったハード面だけではなく、近
年では、全ての人の社会生活に支障をもたらす物理的、社会的、
制度的、心理的な様々な障壁を除去するという意味で用いられ
る。
マネジメントサイクルの一つで、 （計画）→ （実施）

→ （評価）→ （改善）のプロセスを順に実施し、
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給付費
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算定対象審査支払手数料を加えた費用のこと。
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ふ く し

サービス
保健と福祉に関するサービスの総称。または両方の領域にま
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を指す場合もある。
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ターミナルケア（終末期ケア）を行う施設のこと。または在

宅で行うターミナルケアのこと。緩和ケア、緩和（ケア）病床
などともいう。

ま行
用語 解説

看取
み と

り

病人のそばにいて世話をすること。また、死期まで見守り看
病すること。人生の最終段階を自宅で過ごすことを希望する方
が増えている中で、自宅での「看取り」については、本人の意
志や家族の希望を確認したうえで、在宅医療や往診を行う医
師、訪問看護を行う看護師、ケアマネジャーなどの介護者と連
携して備える必要がある。

民生
みんせい
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じ ど う
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民生委員法により厚生労働大臣から委嘱され、各市区町村の
担当地域で住民の社会福祉に関する相談・支援、社会調査活動、
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